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中性子は水（水素）を観測しやすい
写真はバラとユリ内部の水の分布

（ラジオグラフィ）

水（水素）の観測

中性子スピンの変化を計測するこ
とで磁場の分布が分かる

（磁気イメージング）

(Nature Physics, vol.4, pp399-403, 
(2008)) N. Kardjilov, et al.

永久磁石の磁場分布

■試料位置 L1=18又は23m

■最大ビームサイズ 30×30cm

■ビーム発散 L/D=180-7,500

■波長分解能 dλ/λ＞0.2％

■最大試料重量 1.0ton

■その他 3次元再構成用 GPGPU クラスタ計算機

4次元運動量・エネルギー空間内の動的相関の測定



Ei = 45 meV



Ei = 12.5 meV

磁気励起の鎖内分散関係 des Cloizeaux-Pearsonモードとスピンギャップ

CuGeO3の非弾性散乱実験の結果で、励起の分散関係から、鎖内方向（L方向）に
S = 1/2の一次元Heisenberg型のスピン相関を持つことがわかる。
また、低いEiを用いて励起の低エネルギー部分を拡大した高分解能観測により、
束縛モードとスピンギャップの詳細な議論も可能となる。

■仕様
検出器：3He PSDs (2.5m,Φ3/4’’,17atm )

-35º～83º (水平); -25º～27º (垂直)

■標準試料サイズ
数100μm～数cm

■試料環境
ヘリウム循環型冷凍機（5-300K)。
高温オプションにより600Kまで可能

メソポーラスシリカ

自由水と吸着水のダイナミクスを区別して観測

水

吸着水

自由水

≪微量吸着水≫

■仕様
q領域：q=0.07～1.9Å-1 (Si(111))
アナライザーバンク：-18～138°(水平),

-14.2～20°(鉛直)
■標準試料サイズ

Φ14×30mm3

■試料環境
In-situ 水蒸気導入システム（100K～RT）

物質内部の分子・原子・スピンのダイナミクスを測定

Ca(OD)2の中性子回折パターン

高温高圧下での試料からのみ、回折線観測されている
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■仕様
最大プレス荷重：500t/軸

格子長:d=0.21～4.1Å

d分解能:Δd/d<0.6%

■標準試料サイズ
1～10mm3

■試料環境
6軸型マルチアンビルプレス「圧姫」：
10GPa & 2000K
パリ-エジンバラプレス：
10GPa & RT
水戸セル：5GPa & 77K
（ダイヤモンドアンビルセル：80GPa & RT, 
40GPa & 100K）

高温高圧極限環境における結晶、液体およびガラスの構造解析

Glassy Carbonの散乱プロファイル

従来の装置

101

100

10-1

10-2

10-3

in
te

n
si

ty
[c

m
-
1
]

10-2 10-1 100 101

q[Å-1]

ガラスの散乱関数

Glassy Carbon (t=1mm)
Small dq/q = 0.05
Middle(MU) dq/q = 0.01

backward bank(BL) dq = 0.01[Å-1]
APS USAXS (from Dr. Iravsky)
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■仕様
q領域：5×10-3～6.6Å-1 (小中角バンク)

1.5～15Å-1 (高角バンク)

■標準試料サイズ
8×8×1mm3

■試料環境
試料交換機（10試料、

温度範囲：-5～125℃）

サブナノからミクロンスケールの構造解析 薄膜・多層膜の表面構造や界面構造の解析

薄膜の表面および界面の構造をナノメートルオーダー

で求めることが可能

試料：Si基板上Ni薄膜
試料サイズ：φ3inch
Qz ＜ 0.2Å-1

Ni

基板酸化層
Si

反射率プロファイル

密度
膜厚

表面粗さ

■仕様
q領域：0.01～1.2Å-1 (偏極モード)

0.005～2.5Å-1 (非偏極モード)

■標準試料サイズ
15×１5mm2 （面積）

■試料環境
4K冷凍機

結晶構造や磁気構造の解析

BL18で測定される単結晶の回折強度マップ(37台の検出器の展開図)：
明るい点が回折点を表す

矢印で指された点の強度を横軸dで描いた図

2.01.00 1.50.5
d (Å)

試料：Ruby
形状：φ2mmボール
測定時間：約3時間

■仕様
q領域：0.4〜3.1Å-1 (1st frame)

0.2〜2.7Å-1 (2nd frame)
※1stと2ndのどちらかを選択して測定する

■標準試料サイズ
1×1×1mm3

■試料環境
4K冷凍機

中性子透過像の取得及び、3次元像の再構成、 結晶組織・核種・磁場情報の空間分布の可視化

第3回 物構研サイエンスフェスタ 2015/3/17‐18 於つくば国際会議場

（財）総合科学研究機構（CROSS）

中性子ビームライン（共用ビームライン）の紹介

試料ステージ

螺鈿測定室内の様子

中性子ビーム

検出器

2015A期から実験利用者受け入れ開始！

BL01 4SEASONS BL02 DNA BL11 PLANET

高圧中性子回折実験

ラジアルコリメータ

入射ビーム

回折線

⇒微小試料領域（3X3X3mm3）の回折線の取り出しが
可能

BL15 TAIKAN BL18 SENJUBL17 SHARAKU



第3回 物構研サイエンスフェスタ 2015/3/17‐18 於つくば国際会議場

（財）総合科学研究機構（CROSS）

CROSSの役割

課題の募集と選定

J‐PARC MLFの中性子ビームラインの内、“共用ビームライン”（※）の公募を行っています。また共用ビームラインに応募された課題の選定を行うために、

選定委員会の設置と運営を行っています。

※共用ビームライン：BL01, BL02, BL11, BL15, BL17, BL18, BL22の計7本。（2015年度）

新規利用者の拡大（アウトリーチ）

研究会、シンポジウム、企業セミナー、研修会等の開催、ブース出展などを実施し、J‐PARC MLFの新規利用者の拡大を図っています。

また中性子実験あるいはパルス中性子実験の経験がない利用者でも課題応募～利用実験が容易に行えるよう「トライアルユース制度」を設けるなど、

MLFを利用しやすくする仕組みも設けています。

利用者支援

中性子線専用施設（専用ビームライン）の募集と選定

実験利用を希望される方への、技術的な相談、申請書作成の補助、各種情報の提供、実際に実験を実施する際のサポートを行っています。また、実験

を行う際に利用できる設備（実験準備室、会議室、仮眠室など）も整備しています。

中性子線専用施設の募集を行い、専用施設とする必要性、施設の維持管理能力等の観点も含めて審査し、選定をします。また中性子線専用施設の

設置後は、設置目的に沿った運用が適正に行われているかを定期的に評価します。

2014年度 CROSSの活動

CROSSの役割と活動報告

■産業利用セミナー、ブース出展など

■ JASRI、RISTとの連携

■課題選定

■利用者支援 ■学会、研究会などでの発表

■ワークショップの開催

利用実験ユーザー（BL15）

海外ユーザー（BL18） 資料設置準備（BL18）

第63回高分子学会年会

第55回高圧討論会

The 11th CROSSroads

熱技術研究会（企業）

平成26年度非破壊検査・可視化・分析技術研究会

第63回高分子学会年会
MLFスクール2014

第9回選定委員会

利用研究課題審査委員会

第10回定委員会

The 11th CROSSroads

The 12th CROSSroads

The 13th CROSSroads The 14th CROSSroads

蛋白質化学会ランチョン
セミナーで講演
(JASRIと連携)

蛋白質化学会ランチョンセミナー
(JASRIと連携)

計算科学勉強会の開催
（JASRI、RISTとの連携）

計算科学勉強会の開催
（JASRI、RISTとの連携）


